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は じ め に 

南あわじ 市 で は 、 こ の た が び 平 成 22 年 度 の 埋蔵 文化 財 調 査 の 成果 概要 を 「『 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 調 

査 年 報 WJ」 と し て 刊行 する 運び と な り ま し た 。 

南あわじ 市 の 埋蔵 文化 財 調 査 は 、 賠 場 整備 事業 に 伴う 調査 が 大 半 を 占め て いま す 。 県 内 で る 有数 

の 虹 業 地帯 で あり な が ら 、1 年 を 通じ て 温暖 な 気候 と 肥 湊 な 農地 を 有する 好 条 件 が 災い し て 園 場 整 

備 を 遅らせ る こと と な り 、 平 成 23 年 度 未 の 園 場 整備 率 は 約 46% (兵庫 県 77%、 淡 路 島 41%) で 、 現 

在 $ 男 場 整 備 事業 が 雇 ん に 行わ れ て いま す 。 

埋蔵 文化 財 行 政 に と っ て は 、 ま だ まだ 開発 事業 に 伴う 発掘 調査 中 心 の 厳し い 状 況 で あり ます が 、 

ーー 方 で 発掘 調査 に よっ て 新た な 歴史 を 紐解く 発見 や 知見 が 増加 し 、 色 々 な 時 代 に お ける 当地 の 重要 

性 が 一 層 明 ら か に な る こと は 、 誠 に 喜ば し いこ と で す 。 

少子 高齢 化 、 過 疎 化 が 急速 に 進展 し て いる 地方 に あっ て 、 上 郷 土 愛 を 育む うえ で も 地域 の 歴史 を 後 

世に 区 承 し て いく こと が 、 今 を 生き る 我々 の 重要 な 責務 と 認識 し て お り 、 埋 蔵 文化 財 調 査 の 必要 性 

を 実感 し て いま す 。 

今回 刊行 いた し ます 年 報 は 、 井 手 田 遣 跡 で は 玉 類 の 出土 、 湊 里 地 区 で の 古墳 発見 、 ま た 限ら れ た 

範囲 で し た が 兵庫 県 指定 史跡 で ある 差 家 館 跡 で 初め て 発掘 調査 を 実施 し た 多く の 成果 な ど を 掲載 し 

て いま す 。 調査 概要 と いう 十分 な 資料 で は ご ざい ませ ん が 、 今 後 も さら な る 努力 に より 地域 史 の 解 

明 と 当 市 の 文化 財 保護 に 努め て いく 所 存 で す の で 、 ご 支援 賜 り ま す よ う よ ろ し く お 願 いし ます 。 

最後 に な り ま し た が 、 本 書 を 作成 する に あたり 、 ご 指導 ご 協力 いた だ いた 方 々 に 対し 、 厚く お 礼 

申し上げ ます 。 

南あわじ 市 教育 委員 会 

教育 長 岡 田 則 史 

例 本 

] 本 書 は 南あわじ 市 教育 委員 会 が 2010 (平成 22) 年 度 に 実施 し た 、 埋 蔵 文 化 財 調査 の 記録 で ある 。 

2. 調査 は 南あわじ 市 埋蔵 文化 財 調査 事 務 所 の 山崎 裕司 ・ 坂 口 弘 貢 ・ 定 松 佳 重 ・ 的 崎 薫 が 担当 し た 。 

3. 出土 遺物 の 整理 作業 は 、 赤 井 友美 ・ 宇 治田 力 ・ 垣 脇 美奈 子 ・ 白 川 裕 二 ・ 富 岡 美 早 子 ・ 豊 田 亜 希 

子 ・ 濱 本 装 美 ・ 要 本 早苗 ・ 松 下 逢 之 ・ 三 宅 靖 子 が 行っ た 。 

4. 本 書 の 編集 は 山崎 が 行っ た 。 執筆 ・ レ イア ウト に つい て は 文末 に 記し て いる 。 調査 担当 者 に つ 

いて は 、 調 査 一 覧 に 記す 。 

5. 各 遺 跡 の 発掘 調査 お よび 本 書 作 成 に あたっ て は 、 下 記 の 方 の ご 協力 と ご 指導 を いた だ いた 。 こ 

こ に 記し て 深く 感謝 の 意 を 表す る 。 (敬称 略 ) 

浦上 雅史 ・ 森 岡 秀 人 ・ 中 村 弘 
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第 1 草 埋蔵 文化 財 事 業 の 動向 
平成 22 年 度 は 分 布 調査 1 件 、 確 認 調査 1 件 、 立 会 調査 1 件 、 本 発掘 調査 3 件 を 実施 し た 。 分 布 3.540 

融 、 確 認 10T、 立 会 746.5、 本 発掘 3.933.5 

傾向 に ある 。 

発掘 調査 は 、 前 年 度 か ら の 継続 事業 で あ 

業 (福良 内 地区 ) を 行っ た 。 

年 度 | 分 布 調査 」 立会 調査 

新規 の 事業 で ある 特定 環境 保全 公共 下水 道 事 業 (八木 榎 列 7 号線 管 楽 布設 工事 ) と 市 賞 住 宅 建設 事 

調査 成果 で 特筆 すべ きも の と し て は 、 阿 万 本 庄 地 区 (井手 田 遣 跡 ) で は 弥生 時 代 の 方 形 周 溝 墓 群 

を 検出 し 、 古 墳 時 代 前 期 の 玉 類 が 当時 の 水辺 付近 と 思わ れる 場所 か ら 出土 し た 。 湊 里 地 区 で は これ 

まで 未確認 で あっ た が 、 里 丸山 1 ・2 号 墳 が 発見 され 、 そ の 存在 が 明らか と な っ た 。 石室 か ら は 拓 

、 分 布 を 除く 調査 面積 合計 が 4690.0 ロ と な り 、 発 掘 調 

奏 面 積 は 前 年 度 よ り 微増 し て いる る ゃ の の ピー ク 時 の 平成 18 年 度 (13.3907) に 比べ る と や ゃ 滅 少 

る 総 営 体 育成 碁盤 整備 事業 の 阿 万 本 庄 地 区 と 湊 里 地区 、 

日 
【 

本 発掘 調査 発掘 面積 

平成 0(2008 年 度 |」 9231 | 0 
平成 2(2009) 年 度 | Sc 0 

885.3 729267 | 8185.97 
5000 | 32133 | 3 の 133 

4690.0 

| 泣 数 
| 調査 員 | 臨 時 

4 

4 

* 単 位 : 分 布 調査 (ha) 調査 面積 (mi) 臨時 の 職員 数 は その 年 度 の の べ 人 数 
調査 量 と 職員 数 の 推移 1 

分 
部 
再 
内 
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ロー ilLo ー 

20(2008) 年 訟 。 平 式 21(2009) 年 度 平成 22(2010 年 度 
[トル 年 度 

EE 試掘 調査 欠 品 昭 器 立会 調査 ロー 確認 調査 ee 貞明 臨時 職員 一 - 全 一 - 発掘 積 
問 癌 問 本 発掘 調査 一 - 全 一 分 布 調査 癌 | ト 北 調査 量 と 職員 数 の 推移 2 

恵 突 ・ 土 師 器 ・ 耳 環 ・ 玉 類 等 の 副葬品 が 出土 し て いる 。 差 宜 

館 跡 で は 施 の 一 部 と 思わ れる 遺構 を 検出 する 

盛 蒙 普 及 活動 と し て は 、 ト ライ や る ウィ ー ク で 三原 中 学 

校 (5 月 17 一 21 日 ) 3 名 と 南 淡 中 学校 (5 月 24 一 28 日 ) 

3 名 を 受け 入れ 、 井 手 田 遺 跡 の 発掘 作業 を 中 心 に 行っ た 。 

市 内 の 小学 生 対 象 の 「 わ ん ぱく 塾 』 で は 

23・25 日 に 勾玉 作り を 実施 し 、8 月 18・19 

古 博物 館 へ の バス ツア ー を 行っ た 。 

まだ た 埋蔵 文化 財 調 査 事務 所 設置 20 年 を 記念 し て 、『20 年 

の あし あと 展 』 を 市 内 4 ケ所 で 開催 し 、 市 内 を 代表 する 遺 

跡 の 展示 等 を 行っ た 。 こ の 他 に 教育 委員 会 が 所 在 す る 西 淡 

公民 館 に お いて ミニ 展示 を 行い 、 年 3 回 の 展示 物入れ 替え 

を 行っ た 。 

市 の 含 併 後 、 発 掘 調査 報告 書 の 発行 が 藻 っ て いた が 、 本 

年 度 よ り 年 1 冊 の ペー ス で 発行 を 行っ て いく こと に な り 、 

本 年 度 は 「 高 萩 遣 跡 】 を 発行 し た 。 

こと が で きた 。 

、8 月 11・12・ 

日 に 兵庫 県 立 考 

トラ イ や る 作業 中 

『20 年 の あし あと 展 」 の 様子



埋蔵 文化 財 調 査 の 成果 第 2 章 
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第 2 節 主 な 埋蔵 文化 財 調 査 の 成果 

1 井手 田 遺 跡 一 3 次 調査 

阿 万 上 町 字 井 手 田 外 

時 業 名 経営 体育 成 基盤 整備 事業 

当 者 三 洛 夫 思 

本 発 所 調査 

査 期間 平成 22 年 5 月 12 日 一 12 月 

奏 面 積 2.460.2mi 

w
a
 
|
 

二
 田
 

5 

則
 
息
 

哲
人
 所
 
ー
ー
 
じ
じ
 

全
 還
 休
 還
 
天
 呈
 

【 卓
 

人
 

1 調査 内 容 
調査 区 は 南あわじ 市 の 南端 、 塩 屋 川 に よっ て 形成 され た 標高 4 一 14m の 低 平 な 沖積 地上 に 立地 
する 。 全体 に 北 束 か ら 南 西方 向 へ 緩やか に 低く な っ て いく 。 北 方 向 に は 中 世 の 山城 と 伝え られ る 寺 
殿 城跡 、 北 東方 向 に は 弥生 時 代 後期 一 終末 期 ・ 中 世 の 河内 遺跡 、 北 西方 向 に は 平安 時 代 末 と 伝え 
られ る 塩屋 古城 跡 や 弥生 一 平安 時 代 の 初田 遺跡 な ど が 分 布 す る 。 ま た 調査 地 の 南 西方 向 に は 条 里 弄 
地 割 の 名 残 と 思わ れる 土地 区 画 が 見 られ る 。 

平成 16 年 度 の 当 事 業 に 伴う 分 布 調査 に より 遺跡 の 存在 が 明らか に な り 、 平 成 18 年 度 に は 兵庫 県 教 
育 委員 会 に よっ て 主要 地方 道 洲本 灘 賀集 線 ( 阿 万 バイ パス ) 道路 改良 事業 に 伴う 確認 ・ 本 発掘 調査 
が 行わ れ 、 旧 塩屋 川 の 中 州 上 に 弥生 時 代 一 中 世 の 複 合 遺 跡 が 分 布 す る こと が 明らか に な っ た 。 平成 
20 年 度 に 当 事 業 に 伴う 確認 調査 を 行い 、 平 成 21 年 度 の ムー 1 一 3 ・C 地 区 に 続き 、 平 成 2 年 度 は A 
ー4ー9・Bー ニ 1 一 3 地区 で 本 発掘 調査 を 行う こと に な っ た 。 な お A- 5 一 9 地区 は 県 教委 調査 区 
の 西側 に 隣接 し 、 県 教委 の 延長 部 分 が 確認 され た 遺構 ( 周 漠 募 ・S BSH) は その 遺構 番号 を 路 
異 し た 。 
【A- 4 地区 】 

塩屋 川 の 旧 河 道内 に 位置 する と 思わ れる 調査 区 で 、 人 為 的 な 遺構 は 検出 で き な か っ た 。 
【A 5 地区 】 
地区 周辺 は 中 州 が 大 きく 広がっ て いる と 推定 され 、 南 側 で は 弥生 一 中 世に 友 る 非常 に 多く の 遺 棒 

を 同一 面 で 検出 し た 。 北側 は 奈良 時 代 頃 まで の 遺物 を 含む 川 砂層 の 上 に 中 世 の 遣 構 面 が 形成 きれ て 
お り 、 中 世 ま で は 河川 の 影響 を 受け や すか っ た よう で ある 。 撮 立柱 建物 は 複数 が 重なり 合っ て わか 
り に くい こと か ら 、 謝 部 分 を 含め た 一 番外 側 の ライ ン の み 図 示し た 。 

弥生 時 代 
周 溝 募 3 ( 溝 455) 中期 後 半 の 遺物 が 出土 し て いる 。 県 教委 調査 区 で 検出 され た 周 溝 菜 の 北 西側 の 
溝 で 、 南 東 一 北西 の 規模 が 周 溝 外側 で 約 10.8m で ある こと が わか っ た 。 
周 溝 墓 6 ( 溝 301・584) 中 期 後半 の 遺物 が 出土 し て いる 。 西側 の 溝 は 旧 河 道 の 影 響 で 前 平 され て 
いる た め 正 確 な 東西 規模 は 不明 で ある が 、115m 以 上 の 規模 で ある こと か ら 、 周 溝 墓 和 群 中 最大 規模 
と 推定 され る 。 ま た 溝 301 は 調査 区 外 へ 延び る た め 、 責 北 規模 も 不明 で ある 。 主 体 部 は 確認 で き な か っ 
だ 。 

古墳 時 代 
孔 穴 住居 1 ・2 住居 内 の 埋 士 か ら 前 期 頃 と 思わ れる 遺物 が 出土 し て いる 。 切 り 合 いか ら 堅 穴 住居 



1 が 2 よ 

の 規模 と 思わ れる 。 

確認 され た 。 

良 由 誠 3 に と 詳 

れる 。 約 49x 45m の 規模 で ある 。 

SHー11 

だ た 。 

県 教委 調査 区 で 検出 され た 1 期 の 堅 僚 住 

な 時 期 は 不明 で ある 。 後世 の 削 コ 

新しい 。 了 穴 住居 1 は 後世 の 削 平 に より 残り が 悪 

堅 穴 住居 2 は 柱 穴 2 本 を 備え 、 約 42x3.5m の 規模 で 、 南 西 

い が 、 柱 穴 2 本 を 備え 、 約 5.0x3.0m 

則 床 面 に 集 石部 が 

に より 周 溝 等 の 残り は 悪い 。 柱 穴 は 4 本 と 思わ 

居 の 延長 で 、 南 北 規模 が 約 45m で ある こと が わか っ 

土 垢 397 10 一 20cm 大 の 礎 と 前 期 頃 の 土器 が 混在 し た 状況 で 出土 し た 。 高 款 が 比較 的 多く 含ま れ 

て お り 、 祭 下 関 連 と 思わ れる 。 玉 類 の 出 

奈良 時 代 

SB-10 _N56"W を 示す 。 県 教委 調査 

間 ( 約 37m) x 桁 行 3 間 ( 約 5.8m) の お 

平安 時 代 

建物 8 _N8I1"W を 示す 。 東 ・ 南 側 に 謝 部 分 が 付属 する 側 柱 建物 で ある 。 母 

土 は 確認 で き な か っ た 。 

区 で 検出 され て いる 奈良 時 代 の 側 柱 建 物 の 延長 で 、 梁 行 2 

模 と 推定 され る 。 

屋 部 分 が 梁 行 2 間 ( 約 47 

の 建物 で ある 。 

m) x 桁 行 5 間 ( 約 116m) で 、 原 部 分 を 含め る と 約 71x140m の 規模 と な る 。 当 地区 で 最大 規模 

で ある 。 

鎌倉 時 代 

建物 7 _N79"W を 示す 。 四 面 誠 の 総 柱 建 物 と 思わ れる 。 母屋 部 分 は 梁 行 2 間 ( 約 48m) x 桁 行 3 

間 ( 約 75m) で 、 呆 部 分 を 含め る と 約 6.6 メ 9.4m の 規模 と な る 。 

建物 9_N 1"E を 示す 。 東 側 に 誠 が 付属 する 総 柱 建 物 と 思わ れる 。 母屋 部 分 は 数 行 2 間 ( 約 46m) 

x 桁 行 3 間 以上 で 、 遍 部 分 を 含め る と 箇 行 は 約 5.6m の 規模 と な る 。 

建物 10 _N 2"W を 示す 。 南 側 に 大 が 付属 する 総 柱 建物 と 思わ れる 。 母 屋 部 分 は 箇 行 2 間 ( 約 47m) 

x 桁 行 3 間 以 上 で ある 。 

建物 13 _N84E を 示す 。 竣 行 2 間 ( 約 44m) x 桁 行 3 間 ( 約 49m) の 側 柱 建 物 で ある 。 

建物 14_N17"W を 示す 。 行 2 間 ( 約 40m) x 桁 行 3 間 ( 約 5.2m) の 総 柱 建 物 で ある 。 

建物 15_N86"W を 示す 。 染 行 1 間 ( 約 18m) x 桁 行 2 な いし 3 間 ( 約 3.4m) 

建物 16_N86"E を 示す 。 梁 行 2 間 ( 約 43m) x 桁 行 3 間 ( 約 44m) の 側 柱 建物 で ある 。 

建物 17 _N85"W を 示す 。 箇 行 2 間 ( 約 41m) x 桁 行 2 間 以上 の 側 柱 建 物 で ある 。 

建物 18_N79"W を 示す 。2 間 ( 約 41m) x 1 間 以 上 の 側 柱 建物 で ある 。 

建物 19 N 1"E を 示す 。 梁 行 1 間 ( 約 25m) x 桁 行 2 間 ( 約 58m) の 建物 で ある 。 

建物 20 _N 4"E を 示す 。 梁 行 2 間 ( 約 41m) x 桁 行 2 間 ( 約 48m) の 側 柱 建 物 で ある 。 

建物 21 _N88"W を 示す 。2 問 ( 約 53m) x 1 間 以 上 の 建物 で ある 。 

室町 時 代 

建物 11 4"E を 示す 。 北 ・ 南 ・ 西 側 に 脂 が 付属 する 側 柱 建物 で 、 母 屋 部 分 は 当行 2 間 ( 約 43m) 

x 桁 行 3 間 ( 約 5.6m) で 、 雇 部 分 を 含め る と 約 55x82m の 規模 と な る 。 

【A - 6 地区 】 
地区 北東 端 で 旧 河 道 が 検出 され 、 周 辺 で 南西 方 向 へ の 流れ が 北西 方 向 へ 変わ っ て いる 。 攻 撃 斜面 

に あたる こと か ら 、 周 溝 募 1 や 5 の 一 部 が 削 平 され て いる 。 



弥生 時 代 

向 潜 幕 1 ( 溝 548・553) 

周 溝 募 2 ( 溝 292・540) 

周 潜 募 5 ( 溝 551・552) 

飛鳥 時 代 

南西 規模 が 周 溝 外側 で 約 83m、 北 西 一 南東 規 模 が 約 77m で ある こと が わか っ た 。 

中 期 後半 の 遺物 が 出土 し た 。 県 教委 調査 区 で も 検出 され て お り 、 東 西 規 
模 が 周 溝 外側 で 約 10.3m、 責 北 規模 が 約 10.1m で ある こと が わか っ た 。 主体 部 は 確認 で き なか っ た 。 

翔 後半 の 遺物 が 出土 し た 。 県 教委 調査 区 で も 検出 され て お り 、 北 東 一 

今回 は じ め て 検出 され た 周 溝 募 で 、 北 東側 周 溝 が 旧 河道 に より 削 平 され 、 
北西 側 周 溝 が 調査 区 外 の た め 、 規 模 は 不明 で ある 。 

漠 298 平成 21 年 度 (2 次 調査 ) A - 1 地区 、 県 教委 調査 区 で も 検出 され て いる 。 南 束 方 向 へ 流れ 
て いく よう に 掘削 され て お り 、 旧 河道 か ら 水 を 引く た め の 用 水路 で は な いか と 思わ れる 。 
室町 時 代 

【Aー7 地 区 】 

和 建物 12_N86"*W を 示す 。 西側 に 者 が 付属 する 3 間 ( 約 55m) x2 間 以上 の 側 柱 建物 で ある 。 

地区 北東 部 を 中 心 に 飛鳥 一 奈良 時 代 と 思わ れる 柱 穴 が 検出 され 、 掘 立柱 建物 5 棟 が 復元 で きた 。 
地区 中 央 一 南側 に か け て 区 生 時 代 と 思わ れる 土 撤 が いく つか 検出 され て いる 。 
建物 22_N16"W を 示す 。 西側 に 訂 が 付属 する 側 柱 建物 で ある 。 母屋 部 分 は 当行 2 間 ( 約 29m) x 
桁 行 2 間 ( 約 40m) の 規模 と な る 。 

建物 23_N237W を 示す 。 東側 に 鹿 が 付属 する 総 柱 建 物 で ある 。 母 屋 部 分 は 梁 行 2 間 ( 約 3.0m) x 
桁 行 2 間 ( 約 39m) の 規模 と な る 。 

【A- 8 地区 】 

建物 24_N76" EE を 示す 。 血行 1 間 ( 約 31m) x 桁 行 3 間 ( 約 60m) の 建物 で ある 。 
建物 25_N 0” を 示す 。 梁 行 2 間 ( 約 32m) x 桁 行 2 間 ( 約 37m) の 総 柱 建 物 で ある 。 
建物 26_N 8"E を 示す 。 梁 行 2 間 ( 約 39m) x 桁 行 3 間 ( 約 47m) の 総 柱 建 物 で ある 。 

弥生 時 代 前 期 頃 と 思わ れる 土 控 等 が 検出 され た 。A- 7 地区 に 隣接 する が 飛鳥 一 奈良 時 代 の 遺構 
は 確認 で き な か っ た 。 

【A- 9 地区 】 
地区 北西 側 で 旧 河 道 を 検出 し た 。 工事 と の 関係 か ら 地区 北端 で の 断ち 割り と 土器 だ ま り が 形成 さ 
れ て いた 南東 側 肩 部 の み 掘削 作業 を 行っ た 。 弥 生 時 代 前 期 後半 頃 の 遺物 が 出土 し て いる 。 東側 を 中 
心 に 柱 穴 状 の 遺構 が 多数 検出 され た が 、 建 物 と し て の 復元 は で き な か っ た 。 
土 玉 219・220 東西 に 並ん で 検出 され た 弥生 時 代 前 期 後半 頃 の 土塊 で ある 。 堅 穴 住居 を 想定 し て 掘 
削 を すす め て いっ た が 、 柱 穴 が 検出 で き な か っ た こと と 湧 水 が あっ た と 推定 され る こと か ら 、 住 誠 
で は な く 作 業 場 等 に 利用 する た め に 掘 前 され た 土塊 と 思わ れる 。 土 右 片 や サ ヌ カ イ ト 片 等 が 出土 し て いる 。 
【B - 1・2 地 区 】 
北側 に 弥生 時 代 終 末期 一 古墳 時 代 前 期 頃 の 土器 だ まり が 形成 され て いた 。 周辺 は 粒子 の 細か い 粘 

秒 質 土 が 厚く 堆積 し て いる こと か ら 、 流 れ が あま りな い 低 湿地 帯 で あっ た と 推定 され る 。 土 礁 だ ま 
り に は 高 二 や 小型 丸 底 土 器 等 の 供 献 土 回 が 多く 含ま れ 、 玉 類 ( 管 玉 2 点 ・ ガ ラス 玉 1 点 ・ 臼 玉 7 点 ) 
る 出土 し て いる こと か ら 、 周 辺 で 祭祀 が 行わ れ て いた と 推定 され る 。 
【B - 3 地区 】 

鬼 路 4 は 小 規模 な 流 路 で 、 奈 良 時 代 頃 の 遺物 が 含ま れ て いた 。 流 路 1 北 肩 部 か ら は 弥生 時 代 終 末 



期 一 古墳 時 代 前 期 頃 の 土器 が 集中 し て 出土 し て いる 。 

弥生 一 室町 時 代 の 遺構 ・ 遺 物 を 確認 し た 。 時期 別 に 調査 成 条 を まとめ て お く 。 

Aー7ー9 地 区 で 弥生 時 代 前 期 後半 頃 の 土 等 を 検出 し た 。 た だ し 堅 僚 住居 は 確認 で き な か っ た 。 

旧 河 道 に 近い た め 居 住 に は 適し て いな か っ た の で は な いか と 思わ れる 。 

Aー ら 5 

慕 1ー4 に 加え 、 今 回 周 溝 募 5 

・6 地区 で 弥生 時 代 中 期 後半 の 方 形 周 漠 募 群 が 検出 され た 。 県 教委 で 検出 され て いた 周 溝 

6 が 新た に 検出 され 6 基 と な っ た 。 た だ し 残念 な が ら 今 

部 は 検出 で き な か っ た 。 周 溝 募 6 は 中 期 の 周 溝 募 と し て は 淡路 島内 の 調査 例 で 最大 規模 と 指 

島内 の 中 心 的 な 集落 が 存在 し た こと は 間違い な いと 思わ れる 。 

A-5 地 区 や B- 1 一 3 地区 で 古墳 時 代 前 期 頃 の 遺構 が 検出 され た 。A-5 地区 で は 堅 穴 住居 や 

回 も 主体 

定 さ れ 、 

祭礼 関係 と 皿 われ る 土 397 を 検出 し た 。B - 1 一 3 地区 で は 水際 付近 と 思わ れる 場所 に 土器 だ ま 

り が 検出 され た 。 こ の 時 期 に 祭礼 行為 が 極め て 盛ん に 行わ れ て いた こと が 伺え る 。 ま た 遺跡 が 中 州 

Aー5 

上 に 立地 する こと か ら 、 川 や 水 と 深く 関わ り を $ る っ た 祭祀 と 推定 され る 。 

地区 周辺 は 居住 城 で あっ た と 考え られ る が 、A- 7 地区 で は 総 柱 建 物 が 多 

少な か っ た た め 、 居 住 建物 で な く 、 倉 庫 を 中 心 と し た 建物 群 と 思わ れる 。 南 一 南西 方 向 に は 条 里 型 

地 割 が 広がっ て お り 、 周 辺 の 収穫 物 を 納め る た め の 倉 庫 群 と 推定 され る 。 

これ まで 平安 時 代 の 建物 は 未 検出 で あっ た が 、A- 5 地区 で 規模 の 大 き な 建 物 8 を 検出 し た 。 遍 

部 分 を 含め る と 約 100 字 と な り 、 一 般 住 居 と は 考え 難い 規模 で ある 。 

・6 地区 や Aー7 地 区 で 飛鳥 一 奈良 時 代 の 掘 立 柱 建 物 等 の 遺構 が 検出 され た 。A-5・6 

く 、 土 器 等 の 出土 遺物 る 

A- 5 地区 で は 鎌倉 時 代 の 建物 が 12 棟 と 非常 に 多く 検出 され 、1 次 調査 や 県 教委 調査 を あわ せる 

と 30 棟 近い 規模 と な り 、 阿 万 地 域 の 中 心 的 な 集落 が あっ た と 推定 され る 。 阿 万 庄 は 「 淡 路 国 大 田 文 」 

に 「 田 百 三 町 ]」 と 記さ る れ 、 当 時 淡路 国 で 賀集 庄 に 次 ぐ 広 大 な 耕地 面積 を 誇っ て いた 。 こ (1223 年 ) 
こ に 大 き な 集 落 が 形成 され る 要因 と し て 、 塩 屋 川 下流 域 の 三角 州 地 帯 の 大 規模 な 耕地 開発 が その 背 

景 に あっ た の で は な いか と 思わ れる 。 

室町 時 て に 入る と 建物 は 2 棟 に 減少 する 。 お そら く 「 本 庄 」 と 呼ば れる 東方 向 の 八幡 神 

集落 が 移動 する と 推測 きれ る 。 

社 周辺 に 
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3 が 南北 41m 以 上 、 深 さ 1lcm 以 

調査 区 設定 図 上 、SD 4 は 南北 72m 以上 、 深



さ 48cm 以 上 を それ ぞ れ 測る 。 館 跡 西 側 の 堀 記 部 に な る も の と 思わ れる 。 

【K50 一 K85' 地点 】 

誰 宜 館 跡 南部 に 位置 する 。58 一 61 区 で は 現地 盤 よ り 約 13m 下 で 弥生 時 代 後期 頃 の 土器 (2ー8) 
が 出土 し て お り 、 そ の 下 で SK 6 や SX 7・8 の 遺構 を 確認 し た 。 掘削 深 度 が 非常 に 深く 安全 確保 

が が 十分 で き な か っ た こと か ら 、 遺 構 掘 前 は SK 6 の み と な っ た が 、 同 時 期 と 思わ れる 遺物 (1 ) 
出土 し て お り 、 周 辺 に は 弥生 時 代 後 期 頃 の 遺構 が 広がる も の と 思わ れる 。 

79 一 80 区 で は 、 現 地表 面 よ り 約 1.4m 下 で 東西 方 向 の 溝 状 の 遺構 (SD12) を 確認 し た 。 規 模 は 東西 5.3 

和 mm 以上 、 深 さ 70cm 以 上 を 測る 。 西 端 部 で 北側 に わずか に カー ブ す る 状況 が 見 て と れる 。 館 跡 の 南側 の 堀 

肩 部 に あたる と 想定 され 、 先 の 43 一 46 区 で 確認 し た SD 3・ 4 に 続く る も の と 思わ れる 。 遺物 は 、 土 師 器 
の 皿 類 が 重なる よう に 比較 的 まとまっ て 出土 し て いる (9… 14) 。 息 の 口 縁 部 に は 爆 が 認め られ る も の が あ 

り 、 灯 明和 皿 に 使用 きれ て いた る の と 思わ れ 、 形 態 の 特徴 か ら 室町 時 代 で も 後半 頃 の 資料 と 考え られ る 。 

【K86 一 K119' 地点 】 

養 宜 館 跡 の 約 45 一 85m 西 側 に 位置 する 。 北 半 の 86 一 105 区 周辺 まで は 、 近 世 頃 の 遺物 が 極少 量 

出土 する 程度 で ある が 、106 区 以 南 は 古代 一 中 世 頃 の 遺物 量 が 多く な る 。 古代 の 遺物 は 113 区 周辺 か 
ら 南 で は 中 世 の 遺 物 に 混じっ て の 出土 が 中 心 と な り 、 須 恵 器 ・ 土 師 器 な どの 他 に 瓦 類 が ある 。115 

区 で は 淡路 国分 寺跡 軒 丸 紋 SKM25 型 式 (『 国 分 遺跡 」 三原 町 教育 委員 会 ・ 三 原 郡 広域 事務 組合 2004 年 ) 
と 同 秀 と 思わ れる 軒 丸 瓦 (15)、113 区 で は 壇 状 の 瓦 片 (16) が 含ま れ て いる こと が 注意 され る 。 

【K137 一 K150 地 点 】 

枚 宜 館 跡 の 約 155 一 210m 南 西 に 位置 する 。 調査 区 の ! 央 部 で 遺構 を 確認 し た 。140 一 142 区 の 

SX21 は 、 南 北約 12m、 深 さ 約 50cm を 測る 落 込 み で 、 弥 生 時 代 終 末期 頃 と 思わ れる 遺物 (17・18) 
が わずか に 出土 し て いる 。 145 一 146 区 で は 土 需 (SK22・23) や 小穴 (P25・26) な ど を 確認 し た 。 
SK22 や 遺物 包含 層 か ら は 9 世紀 頃 の 須恵 器 (19)・ 土 師 器 (20) が 出土 し て お り 、 同 時 代 の 遺構 と 

ー
ー
 

2 まとめ 

思わ れる 。 ま た 140 一 146 区 の 遺物 包含 層 か ら は 古代 の 瓦 類 が 比較 的 まとまっ て 出土 し て お り 、 そ 
の 中 に は 142 区 か ら 志 筑 廃 寺 軒 丸 瓦 四 類 (「 志 筑 廃 寺 発 掘 調査 報告 I」 潤 路 市 教育 委員 会 2008 年 ) と 

司 文 の 軒 丸 瓦 (21)、141 区 で 潤 路 国分 寺跡 軒 平 瓦 SKH12 型 式 (『 国 分 遺跡 三原 町 教育 委員 会 ・ 三 

原 郡 広域 事務 組合 2004 年 ) と 同 筑 の 軒 平 所 (22) が 1 点 ず つ 確 認 で きた 。 

本 調査 に より 、 弥 生 時 代 ・ 古 代 ・ 中 世 頃 の 遺構 ・ 遺 物 を 確認 する こと が で きた 。 調査 区 幅 が 狭く 、 
詳細 は 今後 の 課題 と し て 残る が 、 養 宜 館 跡 西側 と 南側 に お いて 、 堀 跡 と 考え られ る 溝 状 の 遺構 が 確 
認 で きた こと は 、 最 大 の 成果 と いえ よう 。 現状 で は 館 跡 西側 と 南側 に お いて 堀 跡 を 示す よう な 地形 

変化 は 認め られ な い が 、 本 調査 成果 や 『 淡 路 草 」(1825 (文政 八 ) 年 ) に 描か れ た 絵図 な どか ら 西 側 ・ 

南側 に お いて も 土 塁 と 堀 を 備え た 南北 約 220m 、 東 西 約 120m の 城 館 で あっ た と 想定 され 、 規 模 や 文 
献 史 料 な どか ら 室 町 時 代 の 守護 所 で あっ た こと は ほぼ 間違い な いる の と 思わ れる 。 

戒壇 寺跡 に つい て は 、 こ れ ま で 小 国分 寺跡 な ど と 同 筑 関 係 に ある 採集 資料 の 軒 瓦 が 幾つ か 知ら 
れ て いる に すぎ な か っ た 。 し か し 、 今 回 中 世 の 遺 物 に 混じっ て の 二 次 堆積 が 中 心 と は いえ 、 磨 耗 が 

少な い 上 比較 的 大 き な 瓦 片 が まとまっ て 出土 し た 上 に 軒 瓦 や 壇 が 出土 し て いる こと か ら 、 本 地 周 辺 に 

は 博 積 施設 を 有する 奈良 一 平安 時 代 頃 の 寺院 跡 が 存在 する 可能 性 が 非常 に 高く な っ た 。 
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また 、 基 宜 館 跡 南部 (58 一 61 区) や 戒壇 寺跡 (140 一 142 区 ) で 弥生 時 代 後 期 ・ 終 末期 頃 の 遺構 ・ 

遺物 を 確認 する こと が で きた 。 お そら く 成 相川 右岸 域 で は 発掘 調査 に よる 弥生 時 代 遺 跡 の 初め て の 

確認 例 と な ろう 。 こ れ ま で 、 成 相川 左岸 域 で は 幡多 遺跡 を 中 心 に 弥生 時 代 の 遺跡 が 展開 する 状況 が 

把握 で き て お り 、 今 後 右岸 城 で の 弥生 時 代 遣 跡 の 動向 も 注意 され る 。 (坂口 ) 

調査 地 遠 景 ( 北 より ) 

軒 丸 瓦 1 (15) 軒 丸 瓦 2 ご 



所 在 地 湊 里 字 丸 山 外 

事業 名 経営 体育 成 基盤 整備 事業 

担当 者” 的 崎 薫 ・ 山 誠 裕 司 

万 別 _ 本 発掘 調査 

調査 期間 平成 23 年 1 月 28 日 一 3 月 8 日 

調査 面積 1.270.4m 

1 調査 内 容 

本 調査 対象 地 は 淡路 島 最 大 の 平野 で ある 

三原 平野 が 播磨 難 に 面 し た 柿木 谷川 左岸 段 

丘 上 に 位 貫 する 。 標高 は 172 一 28.3m の 田 

園地 帯 で ある 。 周辺 に は 山 の 口 古墳 や 式 内 

社 で ある 湊 口 神社 、 湊 城跡 (室町 時 代 )、 

平石 遺跡 (弥生 一 中 世 )、 後 山 遺 跡 (弥生 ・ 

平安 ・ 室 町 時 代 ) 等 、 多 く の 遣 跡 が 立地 する 。 

上 記事 業 に 伴っ て 平成 21 年 度 に 確認 調査 

を 行っ た 結果 、 古 墳 時 代 と 中 世 の 遺 構 ・ 遺 

物 を 確認 し た こと か ら 、 事 業 施工 に よっ て 

遺跡 に 影響 の 及ぶ 排水 路 部 分 と 園 場 面 に 関 

し て 記 録 保存 を 行う こと と な っ た 。 調査 は 

1 一 4 区 に 分 け て 行っ た 。 以下 、 調 査 区 ご 

と に 記述 する 。 

【1 区 】 
市 道 浴 い の 細 長い 調査 区 で ある 。 調査 面積 は 477.3rf で ある が 、 遺 構 面 が 2 面 あ っ た た め 延 べ 面 

積 は 954.6T と な っ た 。 

第 1 遺構 面 は 黄 褐 色 系 粘 砂 質 土 を ベー ス に し て 、 溝 や 肥 溜 め ・ 土 塊 な ど を 検出 し た 。 肥 溜め は 直 

径 13 一 22m の も の を 6 基 (遺構 2・21・30・31・33・34) 確認 し た 。 底 の 方 に は 曲 物 が 残っ て い 

た る の る あり 、 次 磁器 類 や 瓦 な ど が 出土 し た 。 遺構 28 は 長径 64cm・ 短 径 48cm の 浅い 柏 円 形 の 土 需 で 、 

燈 姓 1 点 と その 周り や 下 か ら 土 師 質 土器 皿 が 30 点 以上 出土 し た 。 土 師 質 土器 皿 は 底部 回 転 糸 切り で 、 

口径 78 一 81cm (7.55cm と 8.6cm が 1 点 ず つ あ り )・ 底 径 40 一 45cm・ 器 高 111 一 15cm の 範 時 に ある 。 

第 1 遺構 面 は 出土 遺物 か ら 18 世 紀 を 中 心 と し た 江戸 時 代 の 遺構 と 考え られ る 。 

第 2 遺構 面 で は 、 地 山 を ベー ス に 溝 や 土 芝 を 確認 し た 。 遺構 38 は 溝 で 古代 一 中 世 の 須 恵 器 や 土師 

質 土 器 片 が 出土 し た 。 

1 区 で は 第 1 遺構 面 ・ 第 2 遺構 面 と も に 建物 を 構成 する 柱 穴 が 確認 で き な か っ た こと か ら 、 居 住 
域 で は な か っ た と 考え られ る 。 

[ 
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【2 区 】 
調査 面積 は 4444i で ある 。 近 年 に 3 筆 の 細長 い 田 剛 を 1 筆 に し た よう で 、 北 西部 で は 地 山 が 大 
きく 削 平 され 、 調 査 区 全域 を 覆っ て いた 雇 十 に は 現代 の ビニ ー ル な ど が 混入 し て いた 。 遺構 は 中 央 
部 で 北西 か ら 南 東方 向 に 向かっ て 流れ る 浅い 自然 流 路 や 土塊 な ど を 確認 し た 。 遺物 が 出土 し て いな 
いた め 時 期 は 不明 で ある が 中 世 よ り 遡 る も の で は な い 。 

【3 区 】 
3 区 調査 中 に 未確認 の 古墳 を 発見 し 、 里 丸山 1・2 号 墳 と 命名 し て P22 一 24 に 別途 詳細 を 述べ る 。 

【4 区 】 
調査 面積 は 348.7 で ある 。 調査 区 の 南側 に 河岸 段丘 の 跡 と 思わ れる 終 面 が 検出 され た 。 こ の 符 
面 よ り 北 側 で は 床 土 層 に 遺物 が 含ま れる 程度 で 出土 量 は 非常 に 少な く 、 遺 構 も 全く 検出 され な か っ た 。 

斜面 より 南側 で は 多く の 遺物 が 出土 し て いる 。 最 下層 の 自然 堆積 土 か ら は 須恵 器 片 が 出土 し て お り 、 

詳細 な 時 期 は 不明 で ある が 、 古 墳 時 代 以 降 の 遺物 が 含ま れる 。 こ の 層 の 上 に は 人 上 頭 大 の 礎 を 含む 層 
が 厚く 堆積 し て いる 。 地 元 住民 の 談 に よる と 周辺 で は 江戸 時 代 に 大 水 が あ り 、 民 家 が 流さ れる な ど 

大 き な 被 害 が あっ た らし い 。 こ の 時 の も の か は 不明 で ある が 、 こ の 厚い 礎 層 も 土石 流 に より 堆積 し 
た も の と 思わ れる 。 こ の 礎 層 上 部 お よび 礎 層 の 上 に 堆積 する 失 乱 状 の 土 層 か ら は 古墳 時 代 初 頭 一 前 
期 を 中 心 と する 極め て 多く の 土器 が 出土 し 、 中 に は 脚 台 還 式 の 製塩 土器 $ 含 まれ て いる 。 お そら く 
耕地 造成 の 際 に 北側 段丘 上 に 展開 し て いた 遺構 等 を 削 平 し 、 段 丘 下 の 啓 土 を 行っ て いっ た も の と 挫 

定 さ れる 。 

中 
ご WWW

 i 則 MM 
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WW 

有用 
WW vw ヾ トド 
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0 (の ロー トム ) Oc 

4 区 出土 遺物 

2 まとめ 

1 区 で は 確認 調査 に お いて 時 代 不 明 の 大 型 柱 穴 の 一 部 と 思わ れる 遺構 を 検出 し て いた が 、 そ れ は 

江戸 時 代 の 肥 洛 め の 一 部 で あっ た こと が わか っ た 。 ま た 、1・2 区 周辺 は 中 世 の 土 器 や 僅か な 遺構 
は あっ た る の の 、 和 建物 跡 が 確認 で き な か っ た こと か ら 居 住 城 で は な く 遺 跡 の 縁辺 部 と 考え られ る 。 
4 区 で は 遺構 は 確認 され な か っ た る の の 、 古 墳 時 代 の 土器 が 多く 含ま れる 盛土 を 確認 し た こと か ら 、 
周辺 に この 時 代 の 遺構 が 存在 する 可能 性 が 高い 。 (的 崎 ・ 山 崎 ) 



4 1 ・2 号 墳 

所 在 地 。 湊 里 字 丸山 ンジ 
事業 名 経営 体育 成 基盤 整備 事業 
担当 者 坂口 弘 貢 
種別 本 発掘 調 栓 
調査 期間 平成 23 年 2 月 3 日 一 4 月 6 日 
調査 面積 いつ so - - 

調査 の 位置 

1 調査 内 容 
調査 区 の 現状 は 、 西 か ら 東 に 階段 状 に 傾斜 する 水田 か ら な る 。 西側 の 田面 と の 高低 差 が 約 50cm で 
ある の に 対し て 、 東 側 の 高低 差 は 3 和 m 以 上 を 測る 東方 に 開け た 段丘 面 の 先端 部 に 位置 する 。 
調査 は 、 当 初 里 原田 遺跡 2 次 調査 (3 区) と し て 西端 の 長き 約 16m、 東 端 の 長き 135m の 台形 の 
調査 区 を 設定 し 進め た と ころ 、 南 東部 で 石室 状 の 集 石 が 認め られ た た め 、 調 査 区 の 拡張 及び 追加 を 
行っ た 。 
調査 の 結果 、 近 世 後半 頃 の 土 玉 (SK 1・2・9・17) や 潮 (SD15・22) と 古墳 時 代 後期 の 漠 (SD 6)、 

横穴 式 石室 を 持つ 古墳 (2 基 ) な ど を 確認 し た 。2 基 の 古墳 に つい て は 、 こ れ ま で 周知 きれ て いな 
いこ と か ら 、 北 側 か ら 里 丸 山 1 号 墳 ・2 号 墳 と 呼ぶ こと に し た 。 

1 号 墳 は 、 南 束 方 向 に 開口 する 横穴 式 石 守 墳 で ある 。 墳丘 は 近世 以降 に 削 平 さ ぎれ た と 思わ れる が 、 
北側 に 残る 溝 (SD11) を 周 潮 と 考え る と 直径 7 一 8m の 円 墳 また は 方 墳 が 想定 きれ る 。 石 室 は 舞 
補 式 で 、 幅 90cm、 長 き 約 4m を 測る 。 出土 遺物 に は 、 須 恵 器 (1 10)・ 土 師 器 ・ ガ ラス 玉 ・ 勾 斑 ・ 
管 玉 ・ 耳 環 ・ 鉄 針 ・ 鉄 製品 ・ 金 銅製 の 鈴 が ある 。 

2 号 墳 は 、1 号 墳 の 南 に 位置 する 南 束 方 向 に 開口 する 横 欠 式 石室 墳 で ある 。 1 号 墳 同様 に 墳丘 
は 前 平 き され て いる が 、 北 一 西側 に 残る 海 (SD25) か ら 直 径 5 一 6m の 円 墳 と 考え られ る 。 石 室 は 、 
部 分 的 な た サブ プ ト レ ン チ の み の 掘 前 で ある が 、 無 補 式 と 思わ れ 、 幅 90cm、 長 き 29m 以 上 を 測る 。 石 
室 の 傾き が 1 号 墳 石室 と ほぼ 同じ で 、 奥 克 の 延長 線上 に 1 号 墳 の 入口 周辺 が 位置 する 。 出土 遺物 に 
は 、 須 恵 器 (11・12)・ 鉄 釘 ・ 鉄 左 」 の ンプ KN 
唱 が ある 。 < 
また 1 号 墳 入口 と 2 号 墳 奥 壁 を つ 

な ぐ 位 置 に 南北 方 向 に 堅 失 系 の 小石 

上
 

は 板 状 の 石 を 長方形 に 合わ せ た 小 型 『 

の 石室 で 北側 は 2 号 墳 の 周 溝 と 考え 

こる し キルン 、 が いな る る ミン ーー 
が 、 幅 40cm、 長 き 15m に 復元 で き 人 タッ AN ソ ピー ンマ 

ーー AA Ne SS 、 , いい 
る 。 また 床 面 に は 直径 2cm 前 後 の 白 半 9 (S=1/2000) 50m ンー 加 調査 区 (3 区 ) | い 

も 、 用 男 邊 | 人 
色 の 円 礎 が 敷 か れん て いた る も る の と 思わ 百 ご で 。 SSSSSN ベ SN いい 、 と を いる を るー て ーー マズ て で て で ン 

れる 。 出土 遣 物 は な い 。 調査 区 位置 図 

ー ク クー



2 まとめ 

本 調査 に より 、 横 穴 式 石室 を 持つ 古墳 を 2 基 確 認 す る こと が で きた 。 古墳 の 時 期 に つい て は 、1 

号 墳 と 小石 室 (SX26) が 7 世紀 第 1 四半期 頃 と 思わ れ 、 奥 壁 周 辺 か ら 出 土 し た 須恵 器 株 (14) 
と その 他 の 須恵 器 捧 (5ー8) と は 調整 技法 に や や 違い が 認め られ る こと か ら 、 追 葬 が あっ た る も の 
と 想定 され る 。2 号 墳 に つい て は 7 世紀 第 2 四半 期 頃 に な る も の と 思わ れる 。 (坂口 ) 

0 (Ss1/4 20cm 

1 へ 10 _ 1 号 壇 1・12 2 号 墳 

出土 遺物
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第 3 章 資料 紹介 
鎧 崎 古墳 群 出 土 遺 物 

舞 崎 古墳 群 は 茨 路 島 の 南西 端 、 目 前 に 鳴門 海峡 と 徳島 県 を 

臨む 隊 那 賀 の 海 に 突き 出 た 丘 院 上 に 広がる 古墳 群 で ある 。 周 

辺 に は 沖ノ島 古墳 群 や し だ まる 古墳 群 が 立 地 す る 。 

明治 43 年 、 山 で 木 株 を 掘り 起こ し て いる と 、 丸 い 石 が 多く 

現れ た 。 土 突 る 出土 し 、 古 墳 で ある こと が わか っ た 。 そ の 後 、 

京都 大 学 の 浜田 耕作 氏 の 指導 で 地元 住民 に よる 発掘 調査 が 行 
われ た 。 当 時 は 約 30 基 の 古墳 が あっ た と 言わ れ て いる 。 石室 仙崎 古墳 群 位置 図 
は 丸く な っ た 砂岩 を 使用 し た 堅 穴 式 石 室 で 、 小 円 墳 で あっ た と 思わ れる 。 古墳 は 現在 1 一 11 号 墳 
まで 遺跡 登録 きれ て いる が 、 発 掘 調査 時 の 図面 や 写真 は 所 在 不 明 で あり 、 残 念 な が ら 遺 物 の 出土 地 
点 な どの 情報 は 皆無 で ある 。 遺 物 は 当 埋 蔵 文化 財 調 査 事 務 所 に 保管 され て いる 。 
出土 遺物 は コン テ ナ 4 箱 分 あり 、 そ の うち 3 箱 が 土器 で 全て 須恵 器 で ある 。 図 化 可能 な 土器 は 56 
点 で ある 。 出土 し た 器 種 は 、 蓋 ・ 有 蓋 高 款 ・ 悪 ・ 短 頭 春 ・ 提 瓶 ・ 平 瓶 と な る 。 蓋 折 が 最多 で 、 大 
型 ( 径 17cm 4・33)・ 中 型 ( 径 13 一 16cm 1 ご 3・5 へ ご 15・27 へ 32・34 へ 43) ・ 小 型 ( 径 9 一 

12cm 16 26・44 ご 47) と 分 類 で きる 。4・33 の 内 面 天井 ・ 底 部 に は それ ぞ れ 同心 円 文 の 工具 痕 

出土 須恵 器



が 確認 で き 、 胎 土 や 技法 な ど よ り セ ッ ト 関 係 に ある と 考え られ る 。 最多 の P 型 は 蓋 外 面 天 井 部 や 身 

外面 底部 に ヘラ 記号 が 施さ れ て いる も の が 多い 。 ほ と ん ど が x 印 だ が 、32 は 暗 文 の 後に 線 刻 され て 

いる 。19 は ヘラ 記号 と 言え る か 疑 

円 盤 充填 技法 で ある 。 提 瓶 56 は 銘 状 の 把手 が 付き 、 

57 へ 64 は 耳 環 で ある 。 鉄 芯 銅 張 金 メッ キ で ある 。 い ずれ の 耳 環 も や や 横長 で 

形 で ある 。62・63 は 鉄 芯 部 分 で 64 は 62 に 付く 銅 張 部 分 で ある 。 

鉄製 品 は 鉄 刀 と 思わ れる 破 片 が 6 点 (65 一 70)、 鉄 合 が 1. 

を 行っ て いな いた め 、 講 

と な る だ た だ ため 、 鉄 剣 と し た 。 現 段 

し て いる 。 保存 処理 

(ご ・ 水雷 wo 

F 細 な 観 穴 は で き て いな い 。71 は 鉄 鱗 と すれ ば や や 大 型 

階 で の 木質 の 痕跡 は 確認 で き な か っ た 。72 へ 76 は 針 身 が 丸み を 整 

問 で ある が 、 ヘ ラ に よる 小さ な 刺 突 状 線 が 目視 で きる 。 平 導 54 は 

円 盤 充 填 技 法 で ある 。 

扇 平 、 断 面 は 椿 円 

(72 80) 出土 

びる タイ プ 、77 へ 80 は 鍼 身 が 直線 的 で 関 が 方 形 に 突起 する タイ プ の 鉄 鉄 で ある 。 い ずれ る ゃ る 木質 は 

確認 で き て いな い 。 

棒 

著しい 。81 は 側 男 

水草 製 の 切子 玉 

われ る 。 

87 は 碧 玉 製 の 管 玉 で ある 。 ガ ラス ヨコ 

写真 図版 に は 横 方 

を 記載 し た 。 外面 黒 色 を 呈し て いる 。 

各 遺 物 の 

て いる 沖ノ島 古墳 群 と 比較 し て 鎧 崎 古 墳 群 を 述べ た い 

48 の よう な 古い 遺物 る ある が 、 鎧 崎 古 墳 群 は 基本 的 に は 6 世紀 後半 (MT85・TK43・TK209) 

の 人 範 購 で あり 、 

が 10 点 あり 、 洒 

3 号 墳 より 出土 し 

考え られ る 。*? 

こす 

切子 玉 

ルー プ の 

古墳 群 や し だ まる 

て いる が 、 

ノ 島 で 水 品 

古墳 は 古墳 群 中 最新 の 築造 で ある ( 清 」 

・ 碧 玉 製 管 玉 が 出土 し て いる 。 棒 状 石 製 品 も * 

以上 の よう に 、 仁 崎 古墳 

し は 沖ノ島 ・ し だ まる 古墳 群 の 築造 期 と 

ノ 島 7 号 墳 で は 珠 身 ( 

製 切 小玉 ・ 勾 玉 ・ 

群 と 沖ノ島 古墳 群 の 出土 遺物 は 器 種 

[識者 

管 玉 が 副 

昌 葬 地帯 で あっ た 。 小さ な 島 に 古墳 が 築造 され た 沖 ノ 

葬 さ れる 人 物 は な ん ら か の 選択 が な され た こと は 想像 

古墳 群 に 埋葬 され た と 推測 する 。 

思う 。 

築造 され て お り 、4・33 は 3 号 墳 と 同時 期 

疾 右 製品 (81・82) は 2 本 出土 し 、 結 晶 片 岩 製 で ある 。 両端 は どちら る 磨耗 し て お り 、82 は 

! に 擦 痕 状 の 傷 が ある 。 製 作 痕 か 使用 痕 か は 不明 で ある 。 

(83 へ 86) は 断面 が な 大角 形 で ある 。 片 方 の 孔 が 狭い こと か ら 
て ご 「 

ニー 運 朱 [で 婦 

E (88) は 濃い 紺色 で 側面 に 縦 方 向 に 3 本 の 線 が 確認 で きる 。 

向 か ら の 拡大 を 掲載 し た 。 土 玉 は 34 個 出土 し て お り 、 そ の うち 6 点 (89 ご 94) 

出土 古墳 が 不明 の た め 系 統 だ っ た こと は 述べ る こと は で き な い が 、 本 報告 書 が 刊行 され 

重なる 。 蓋 款 に ヘラ 記号 が 施さ れ た る の 

!i 型 ) で 2 点 出土 し て いる 。 大型 と 考え られ る 折 身 が * 

3 号 墳 は 古墳 群 中 最初 に 

葬 さ れ て いた の は 1・2 号 墳 の み で あ 

で は 人 勾玉 は 未 確 

ノ 島 と 同質 同形 で ある 。 

状況 と も に 重なっ て お り 、 同 一 グ 

島 古 墳 群 は 、 そ の 特殊 な 立地 か ら 埋 

難く な い 。 そ の 選択 か ら 外 れ た 人 物 が 鎧 崎 

i ノ 島 

と 

、 両 

認 で ある が 、 共 通し て 水 品 製 

また 、 棒 状 石 製品 は 淡路 島 独自 の 遺物 と 考え られ て いた が 、 和 和歌山 市 西 庄 遺跡 で は 5 世紀 代 の 遺 

物 と 共 伴 し 、 初 現 が 紀伊 で ある と 近 笑 解釈 され て いる 。 対岸 の 徳 

路 市 畑田 遺跡 で 確認 され 、 明 石 市 東野 町 遺跡 で は 7 世紀 中 葉 の 土器 と と も に 

品 の 出土 に より 淡路 島 南 部 か ら 西 部 を 

人 の 流れ が 想定 され る 。 

(参考 文献 )「 淡 路 ・ 沖 ノ 島 古 ] 

『 普 路 島 の 古 

史 「 淡 路 島 の 海 人 の 墓 」 浦上 

時 

島 で は 出土 は 確認 され て い な い が 、 

出土 し た 。 棒状 石 製 

通り 、 瀬 戸 内 海 で る 重要 な 明石 海峡 対 尾 へ と いう 紀伊 か ら の 

( 定 松 ) 
病 辞 発掘 調査 報告 」 1987 西 町 教育 委員 会 
| 1993 洲本 市 立 淡路 文化 史料 錠 

『 海 の 古墳 を 考え る 本 」2013 海 の 古 墳 を 考え る 会
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出土 鉄 刀 ・ 鉄 剣 

出土 棒状 石 製品



出土 耳 環 

出土 切子 玉 ・ 管 玉 ・ ガ ラス 玉 ・ 土 玉



2014 年 3 月 31 日 発行 

南あわじ 市 埋蔵 文化 財 調 査 年 報 W 
2010 年 度 埋蔵 文化 財 調 査 

| 発行 南あわじ 市 教育 委員 会 

編集 南あわじ 市 埋蔵 文化 財 調 査 事 務 所 

〒656-0455 兵庫 県 南あわじ 市 神代 国 術 1100 

TEL 0799-42-3849 

印刷 真野 印刷 株 式 会 社 

〒656-0521 兵庫 県 南あわじ 市 八木 立石 51 

| TEL 0799-42-0008 


	巻頭写真図版
	はじめに・例言
	目次
	第1章 埋蔵文化財事業の動向
	第2章 埋蔵文化財調査の成果
	第1節 埋蔵文化財調査一覧表および調査位置図
	第2節 主な埋蔵文化財調査の成果
	1　井手田遺跡（3次調査）
	2　養宜館跡（2次調査）・戒壇寺跡（1次調査）
	3　里原田遺跡（2次調査）
	4　里丸山1・2号墳


	第3章 資料紹介
	鎧崎古墳群出土遺物


